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まえがき

近年、南シナ海では、スプラトリー・パラセル諸島等において中国による大規

模かつ急速な埋め立てと軍事化が進行する一方、2 016年 7月には南シナ海の領

有権問題に関し、仲裁裁判所から画期的な判断が出された。そうした中、フィリ

ピンのドゥテルテ新政権は、アキノ前政権の対決的な姿勢を転換し、南シナ海問

題につき、中国と協議する姿勢を示している。2 017年に入り、米国のトランプ新

政権の南シナ海対応の行方や、ドゥテルテ政権下のフィリピンが議長国を務める

ASEANの動向も注目されるところである。

本シンポジウムでは、こうした昨今の状況を踏まえ、南シナ海問題に対する関

係国の動向について知見を得るとともに、本問題が海洋における法の支配や海洋

秩序の維持といった問題に対していかなる影響を及ぼすか、また、これらの問題

に係わる今後の日本の取組みはどうあるべきか、といった点について内外の専門

家の間で議論を深めるとともに、これを広く一般に提供することを目的とする。

 防衛研究所

 研究幹事

 　坂口　賀朗
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